
(57)【要約】

【課題】　そのステータの組み立て作業をより効率よく

行えるアキシャルギャップ型電動機を提供することにあ

る。

【解決手段】　ティース２１毎に分割され回転軸線を中

心として環状に配置された複数のポールメンバー２１ａ

～２１ｉのフランジ部に２４に係止凸部２６を設け、こ

の係止凸部２６に連結具８を嵌め込んで各ポールメンバ

ー２１ａ～２１ｉ同士を環状に繋ぎ止める。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス テ ー タ と ロ ー タ と が 上 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 空 隙 を も っ て 対 向 的 に
配 置 さ れ て い る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に お い て 、
　 上 記 ス テ ー タ に は テ ィ ー ス 毎 に 分 割 さ れ 上 記 回 転 軸 線 を 中 心 と し て 環 状 に 配 置 さ れ る 複
数 の ポ ー ル メ ン バ ー が 含 ま れ て お り 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は 隣 接 す る 上 記 ポ ー ル メ ン バ
ー 同 士 を 連 結 す る 連 結 具 に よ っ て 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動
機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は コ イ ル が 巻 回 さ れ る ネ ッ ク 部 と 、 上 記 ネ ッ ク 部 の 両 端 側 に 形 成
さ れ 上 記 ロ ー タ と 対 向 す る テ ィ ー ス 面 を 有 す る 一 対 の フ ラ ン ジ 部 と を 含 み 、 上 記 フ ラ ン ジ
部 に 上 記 連 結 具 が 係 止 さ れ る 係 止 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー は 上 記 テ ィ ー ス 面 を 有 す る 固 定 子 鉄 心 と 、 上 記 テ ィ ー ス 面 を 残 し て
上 記 固 定 子 鉄 心 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ る イ ン シ ュ レ ー タ と を 備 え 、 上 記 イ ン シ ュ レ ー タ に
上 記 係 止 部 が 設 け ら て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動
機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス テ ー タ と ロ ー タ と が 上 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 空 隙 を も っ て 対 向 的 に
配 置 さ れ て い る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に お い て 、
　 上 記 ス テ ー タ に は テ ィ ー ス 毎 に 分 割 さ れ 上 記 回 転 軸 線 を 中 心 と し て 環 状 に 配 置 さ れ る 複
数 の ポ ー ル メ ン バ ー が 含 ま れ て お り 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー に は 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー 同 士
を 合 成 樹 脂 で 一 体 化 す る 際 の 成 型 用 型 に 対 す る 位 置 決 め 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は コ イ ル が 巻 回 さ れ る ネ ッ ク 部 と 、 上 記 ネ ッ ク 部 の 両 端 側 に 形 成
さ れ 上 記 ロ ー タ と 対 向 す る テ ィ ー ス 面 を 有 す る 一 対 の フ ラ ン ジ 部 と を 含 み 、 上 記 フ ラ ン ジ
部 に 上 記 位 置 決 め 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ア キ シ ャ ル ギ
ャ ッ プ 型 電 動 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 位 置 決 め 手 段 は 、 上 記 成 型 用 型 側 に 設 け ら れ て い る 凹 部 ま た は 凸 部 に 対 し て 嵌 合 す
る 凸 部 ま た は 凹 部 が 上 記 フ ラ ン ジ 部 の 一 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま
た は ５ に 記 載 の ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー は 上 記 テ ィ ー ス 面 を 有 す る 固 定 子 鉄 心 と 、 上 記 テ ィ ー ス 面 を 残 し て
上 記 固 定 子 鉄 心 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ る イ ン シ ュ レ ー タ と を 備 え 、 上 記 位 置 決 め 手 段 は 、
上 記 固 定 子 鉄 心 の 上 記 テ ィ ー ス 面 と 上 記 イ ン シ ュ レ ー タ の フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 形 成 さ れ た
段 差 面 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ， ５ ま た は ６ に 記 載 の ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電
動 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ス テ ー タ と ロ ー タ と が ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 空 隙 を も っ て 対 向
配 置 さ れ た ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く 言 え ば 、 組 立 作 業 性 の よ い
ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 は 、 ス テ ー タ （ 固 定 子 ） の 一 方 ま た は 両 方 の 側 面 に ロ ー タ
（ 回 転 子 ） を 所 定 の 空 隙 を も っ て 対 向 的 に 配 置 し て な る 電 動 機 で あ っ て 、 イ ン ナ ー ロ ー タ
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型 な ど の ラ ジ ア ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に 比 べ て 回 転 軸 方 向 の 厚 さ を 薄 く す る 、 す な わ ち 扁 平
に す る こ と が で き る と い う 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 で は 、 通 常 、 固 定 子 鉄 心
に コ イ ル を 巻 回 し た 複 数 の 小 固 定 子 を 予 め 作 製 し て お き 、 そ の 各 小 固 定 子 を 被 磁 性 体 か ら
な る 円 盤 状 の ブ ラ ケ ッ ト の 内 周 面 に 等 間 隔 で 固 定 す る こ と に よ り 円 盤 状 の ス テ ー タ を 得 る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 各 小 固 定 子 を ブ ラ ケ ッ ト に 取 り 付 け て ゆ く だ け で 簡 単 に ス テ ー タ を 組 み
立 て る こ と が で き る が 、 小 固 定 子 の 間 に 無 駄 な ス ペ ー ス が 生 じ る た め 磁 束 を 有 効 に 利 用 で
き な い 、 そ の 結 果 、 コ ギ ン グ ト ル ク も 増 加 す る こ と は 否 め な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 円 盤 状 の ブ ラ ケ ッ ト に 対 し て 小 固 定 子 を 取 り 付 け る 構 造 の た め 、 各 小 固 定 子 間 の
結 線 作 業 が 煩 わ し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ３ ６ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、
ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に お い て 、 そ の ス テ ー タ の 組 み 立 て 作 業 を よ り 効 率 よ く 行 え
る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す い く つ か の 特 徴 を 備 え て い る 。 ま ず
、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ス テ ー タ と ロ ー タ と が 上 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 沿 っ て 所
定 の 空 隙 を も っ て 対 向 的 に 配 置 さ れ て い る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に お い て 、 上 記 ス
テ ー タ に は テ ィ ー ス 毎 に 分 割 さ れ 上 記 回 転 軸 線 を 中 心 と し て 環 状 に 配 置 さ れ る 複 数 の ポ ー
ル メ ン バ ー が 含 ま れ て お り 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は 少 な く と も 隣 接 す る 上 記 ポ ー ル メ ン
バ ー 同 士 を 連 結 す る 連 結 具 に よ っ て 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は コ イ ル が 巻
回 さ れ る ネ ッ ク 部 と 、 上 記 ネ ッ ク 部 の 両 端 側 に 形 成 さ れ 上 記 ロ ー タ と 対 向 す る テ ィ ー ス 面
を 有 す る 一 対 の フ ラ ン ジ 部 と を 含 み 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 に 上 記 連 結 具 が 係 止 さ れ る 係 止 部 が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー は 上 記 テ ィ ー ス
面 を 有 す る 固 定 子 鉄 心 と 、 上 記 テ ィ ー ス 面 を 残 し て 上 記 固 定 子 鉄 心 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ
る イ ン シ ュ レ ー タ と を 備 え 、 上 記 イ ン シ ュ レ ー タ に 上 記 係 止 部 が 設 け ら て い る こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 ス テ ー タ と ロ ー タ と が 上 記 ロ ー タ の 回 転 軸 線 方 向 に 沿 っ て 所
定 の 空 隙 を も っ て 対 向 的 に 配 置 さ れ て い る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 に お い て 、 上 記 ス
テ ー タ に は テ ィ ー ス 毎 に 分 割 さ れ 上 記 回 転 軸 線 を 中 心 と し て 環 状 に 配 置 さ れ る 複 数 の ポ ー
ル メ ン バ ー が 含 ま れ て お り 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー に は 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー 同 士 を 合 成 樹
脂 で 一 体 化 す る 際 の 成 型 用 型 に 対 す る 位 置 決 め 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 ４ に お い て 、 上 記 各 ポ ー ル メ ン バ ー は コ イ ル が 巻
回 さ れ る ネ ッ ク 部 と 、 上 記 ネ ッ ク 部 の 両 端 側 に 形 成 さ れ 上 記 ロ ー タ と 対 向 す る テ ィ ー ス 面
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を 有 す る 一 対 の フ ラ ン ジ 部 と を 含 み 、 上 記 フ ラ ン ジ 部 に 上 記 位 置 決 め 手 段 が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 ４ ま た は ５ に お い て 、 上 記 位 置 決 め 手 段 は 上 記 成
型 用 型 側 に 設 け ら れ て い る 凹 部 ま た は 凸 部 に 対 し て 嵌 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 が 上 記 フ ラ ン
ジ 部 の 一 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 上 記 請 求 項 ４ ， ５ ま た は ６ に お い て 、 上 記 ポ ー ル メ ン バ ー は
上 記 テ ィ ー ス 面 を 有 す る 固 定 子 鉄 心 と 、 上 記 テ ィ ー ス 面 を 残 し て 上 記 固 定 子 鉄 心 を 覆 う よ
う に 形 成 さ れ る イ ン シ ュ レ ー タ と を 備 え 、 上 記 位 置 決 め 手 段 は 、 上 記 固 定 子 鉄 心 の 上 記 テ
ィ ー ス 面 と 上 記 イ ン シ ュ レ ー タ の フ ラ ン ジ 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 段 差 面 か ら な る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ー タ が 複 数 の 各 ポ ー ル メ ン バ ー を 環 状 に 配 置 し て
連 結 具 に て 形 状 を 保 持 す る よ う に し た こ と に よ り 、 組 立 作 業 性 が よ い ば か り で な く 、 結 線
作 業 性 も 極 め て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ 部 の 一 部 に 係 止 部 を 設 け た こ と に よ り 、 複 雑
な 作 業 を 必 要 と せ ず 、 簡 単 に 各 ポ ー ル メ ン バ ー 同 士 を 並 べ て 連 結 具 に よ り 仮 止 め し て お く
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 イ ン シ ュ レ ー タ の 一 部 に 係 止 部 を 構 築 し た こ と に よ り
、 イ ン シ ュ レ ー タ の 成 型 時 に 係 止 部 を 予 め 作 り 込 む こ と が で き 、 よ り 安 価 に 生 産 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 各 ポ ー ル メ ン バ ー 同 士 を 連 結 し て １ つ の ス テ ー タ と す る タ イ プ （ い わ ゆ る 分 割 コ ア
型 ス テ ー タ ） の ス テ ー タ は 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー 同 士 の 周 り を イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 成 型 に て 合
成 樹 脂 で 一 体 的 に 固 め て 形 成 さ れ る 。 そ こ で 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 位 置 決 め
手 段 を 設 け た こ と に よ り 、 イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 金 型 内 に 位 置 決 め す る と 同 時 に 各 ポ ー ル メ ン
バ ー を 環 状 に 配 置 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ５ お よ び ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 位 置 決 め 手 段 を 各 ポ ー ル メ ン バ ー の フ ラ ン ジ
部 に 設 け た こ と に よ り 、 金 型 に 各 ポ ー ル メ ン バ ー を 置 く だ け で 簡 単 に 位 置 決 め す る こ と が
で き る 。 ま た 、 そ の 位 置 決 め 手 段 と し て は 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー の フ ラ ン ジ 部 に 凸 部 （ ま た
は 凹 部 ） を 設 け て 、 金 型 に そ れ に 合 致 す る 凹 部 （ ま た は 凸 部 ） を 形 成 す る だ け で 簡 単 に 位
置 決 め で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 イ ン シ ュ レ ー タ と テ ィ ー ス 面 の 間 に 段 差 を 設 け て 、 そ
の 段 差 を 利 用 し て 金 型 へ の 位 置 決 め 手 段 を し た こ と に よ り 、 よ り 簡 単 な 方 法 で 各 ポ ー ル メ
ン バ ー を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実
施 形 態 に 係 る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ２
は 各 ポ ー ル メ ン バ ー を 環 状 に 配 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 １ は 、 円 盤 状 に 形 成 さ れ た ス テ ー タ ２ と 、 同 ス テ ー タ
２ の 両 側 面 に 所 定 の 空 隙 （ ギ ャ ッ プ ） を も っ て 対 向 的 に 配 置 さ れ る 一 対 の ロ ー タ ３ １ ， ３
２ と を 備 え て い る 。 各 ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ は 回 転 駆 動 力 を 出 力 す る ロ ー タ 出 力 軸 ４ に 同 軸 的
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に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 例 に お い て 、 ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 １ は ス テ ー タ ２ の 両 側 面 に ロ ー タ ３ １ ，
３ ２ を 有 す る ２ ロ ー タ 型 の 永 久 磁 石 電 動 機 で あ る が 、 ス テ ー タ ２ の 片 側 の み に ロ ー タ を 配
置 し た １ ロ ー タ 型 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ー タ ２ お よ び ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ は 図 示 し な い 非 磁 性 体 か ら な る ブ ラ ケ ッ ト 内 に 収 納
さ れ 、 ス テ ー タ ２ は そ の 外 縁 が ブ ラ ケ ッ ト の 内 周 面 に 固 定 さ れ る 。 ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ に は
永 久 磁 石 か ら な る ロ ー タ マ グ ネ ッ ト ３ ３ が リ ン グ 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ス テ ー タ ２ に は ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ の ロ ー タ マ グ ネ ッ ト ３ ３ と 対 向 す る テ ィ ー ス 面 ２ ２ を
有 数 す る 複 数 個 の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ が 含 ま れ て い る 。 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ ２
１ ａ ～ ２ １ ｉ は 、 ロ ー タ 出 力 軸 ４ の 回 転 軸 線 を 中 心 と す る 同 心 円 上 に 環 状 に 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ は 環 状 に 配 置 さ れ た 状 態 で 合 成 樹 脂 材 ２ ３ に
よ っ て 一 体 的 に モ ー ル ド さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ は ９ 個 の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ
を 環 状 に 配 置 し た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 し て 、 ス テ ー タ ２ の 中 心 部 に は 軸 受 部 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 例 に
お い て 、 軸 受 部 ２ ４ は 一 対 の ラ ジ ア ル ボ ー ル ベ ア リ ン グ ２ ４ １ ， ２ ４ ２ を 有 し 、 そ の 内 輪
は ロ ー タ 出 力 軸 ４ に 圧 入 嵌 め さ れ 、 外 輪 側 は 合 成 樹 脂 材 ２ ３ に 埋 設 さ れ て い る 。 本 発 明 に
お い て 軸 受 部 ２ ４ の 構 成 は 任 意 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 例 に お い て 、 各 ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ は 同 一 の ロ ー タ 回 転 軸 ４ を 共 有 し て い る が 、 各 ロ
ー タ ３ １ ， ３ ２ 毎 に ロ ー タ 回 転 軸 を 有 す る ２ 出 力 軸 タ イ プ で あ っ て も よ い 。 さ ら に は 、 ロ
ー タ 出 力 軸 ４ を 持 た ず に ス テ ー タ ２ に 対 し て ロ ー タ ３ １ ， ３ ２ を ラ ジ ア ル ボ ー ル ベ ア リ ン
グ を 介 し て 直 に 支 持 さ せ る シ ャ フ ト レ ス 型 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ー タ ２ の 具 体 的 な 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス テ ー タ ２ は
回 転 軸 線 を 中 心 軸 と し て 環 状 に 配 置 さ れ た ９ 個 の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ が 含 ま れ
て い る 。 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ は 同 一 構 成 の た め 、 こ の 例 で は ポ ー ル メ ン バ ー
２ １ ａ （ 図 ２ の 拡 大 図 ） を 例 に と っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ は 、 Ｈ 字 状 に 形 成 さ れ た 電 磁 鋼 板 を 半 径 方 向 に 沿 っ て 積 層 し た 固
定 子 鉄 心 ５ と 、 固 定 子 鉄 心 ５ の 外 周 を テ ィ ー ス 面 ２ ２ の み を 残 し て 覆 う よ う に 形 成 さ れ た
イ ン シ ュ レ ー タ ６ と を 組 み 合 わ せ た も の か ら な り 、 イ ン シ ュ レ ー タ ６ は 絶 縁 樹 脂 の 成 型 品
か ら な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ は テ ィ ー ス 面 ２ ２ を 含 む 一 対 の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ と 、 フ
ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ 同 士 を 連 結 す る ネ ッ ク 部 ２ ５ と を 含 む ボ ビ ン 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、
こ の ネ ッ ク 部 ２ ５ に コ イ ル ７ （ 図 １ 参 照 ） が 巻 回 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 各 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ の 内 径 側 の 側 面 （ テ ィ ー ス 面 ２ ２ 側 ） に は 、 一 対 の 係 止 凸 部 ２
６ ， ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 係 止 凸 部 ２ ６ ， ２ ６ は 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ 同 士
を 環 状 に し た 状 態 で 仮 止 め 固 定 す る た め の 一 方 の 固 定 手 段 で あ り 、 こ の 例 で は イ ン シ ュ レ
ー タ ６ に 一 体 成 型 さ れ た ボ ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 例 に お い て 、 係 止 凸 部 ２ ６ ， ２ ６ は 両 方 の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ に 設 け ら れ て い る
が 、 い ず れ か 一 方 の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ に 設 け ら れ て い れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 係 止 凸 部 ２ ６ ， ２ ６ に 対 し て 他 方 の 固 定 手 段 と し て の 連 結 具 を 取 り 付 け る こ と に よ
り 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ が 環 状 に 繋 が っ た 状 態 で 連 結 さ れ る 。 図 ３ （ ａ ） お
よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 連 結 具 ８ Ａ は 合 成 樹 脂 な ど か ら な る 円 盤 リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て
お り 、 各 係 止 凸 部 ２ ６ に 対 し て 嵌 め 込 ま れ る 係 止 孔 ８ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 例 に お い て 、 連 結 具 ８ Ａ は 一 般 的 な 合 成 樹 脂 製 で あ る が 、 ス テ ー タ ２ を モ ー ル ド す
る 合 成 樹 脂 ２ ３ と 同 一 の 合 成 樹 脂 材 を 用 い る と モ ー ル ド 樹 脂 へ の 親 和 性 が よ い た め 、 よ り
好 ま し い 。 な お 、 こ れ 以 外 に 金 属 製 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 例 に お い て 、 連 結 具 ８ Ａ は リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 少 な く と も 左 右 に 隣 接 す
る ポ ー ル メ ン バ ー 同 士 を 固 定 す る こ と が で き れ ば 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ を 環
状 に 仮 止 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ こ で 、 図 ４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の 連 結 具 ８ Ｂ は 矩 形 状 の プ レ ー ト か
ら な り 、 隣 接 す る ポ ー ル メ ン バ ー の 係 止 凸 部 ２ ６ ， ２ ６ 同 士 を 連 結 可 能 な ２ つ の 係 止 孔 ８
１ ， ８ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ に 隣 接 す る ２ つ の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ｂ ， ２ １ ｉ
の 係 止 凸 部 ２ ６ に 連 結 具 ８ Ｂ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ 同
士 を 環 状 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 態 様 も 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 固 定 手 段 は フ ラ ン ジ 部 ２ ４ に 形 成 さ れ た 係 止 凸 部 ２ ６ と 、
連 結 具 ８ Ａ 、 ８ Ｂ に 形 成 さ れ た 固 定 孔 と か ら な る が 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ 側 に 固 定 孔 を 設 け て
、 逆 に 連 結 具 側 に 係 止 凸 部 を 設 け て も よ い こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ の 例 に お い て 、 係 止 凸 部 ２ ６ は １ つ の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ に ２ 箇 所
設 け ら れ て い る が 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う な 環 状 の 連 結 具 ８ Ａ を 使 う 場 合 に は 、 係 止 凸 部
２ ６ は 少 な く と も １ 箇 所 設 け ら れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に は 、 係 止 凸 部 ２ ６ は フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 内 径 側 に 設 け ら れ て い る が 、 外 径 側 に 設 け
ら れ て い て も よ い 。 そ の 場 合 、 連 結 具 ８ Ａ 、 ８ Ｂ の 外 径 も 併 せ て 大 き く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た 例 に お い て 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ 同 士 を 連 結 具 ８ Ａ 、 ８ Ｂ を 用 い
て 仮 止 め 固 定 し て い る が 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ は 、 環 状 に 配 置 さ れ た 後 に 専
用 の 金 型 に 入 れ ら れ 、 そ こ に 合 成 樹 脂 ２ ３ を 流 し 込 む こ と に よ り 一 体 的 に モ ー ル ド さ れ 、
ス テ ー タ ２ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ に 金 型 に 対 す る 位
置 決 め 手 段 を 設 け て 、 こ の 位 置 決 め 手 段 を 利 用 し て 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ を 環
状 に 配 置 す る と と も に 、 一 体 化 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。 以 下 、 図 ５ ～ 図 ８ を 参 照 し て
そ の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 例 に お い て も 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ は そ れ ぞ れ 同 一 構 成 の た め 、 １ つ
の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ を 例 に と っ て 説 明 す る 。 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 一 も し く は
同 一 と 見 な さ れ る 箇 所 に は 同 じ 参 照 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ は 電 磁 鋼 板 か ら な る 固 定 子 鉄 心 ５ と 、 そ
の 周 り に 形 成 さ れ た イ ン シ ュ レ ー タ ６ と を 有 し 、 そ れ ら を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 一 対 の
フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ と 各 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ を 連 結 す る ネ ッ ク 部 ２ ５ と を 有 す る ボ ビ
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ン 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 例 に お い て 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ， ２ ４ は 、 イ ン シ ュ レ ー タ ６ に 対 し て 固 定 子 鉄 心 ５ の
テ ィ ー ス 面 ２ ２ が 回 転 軸 方 向 に 一 段 高 く 形 成 さ れ て お り 、 イ ン シ ュ レ ー タ ６ と テ ィ ー ス 面
２ ２ と の 間 に は 段 差 面 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 テ ィ ー ス 面 ２ ２ が フ ラ ン ジ 部 ２ ４ か ら 段 差 面 ２ ７ の 高 さ 分 だ け 軸 方 向 に
張 り 出 す こ と に よ り 、 テ ィ ー ス 面 ２ ２ が 凸 と な る 。 し た が っ て 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に
、 金 型 ９ の 合 わ せ 面 に テ ィ ー ス 面 ２ ２ に 合 致 す る 凹 部 ９ １ を 設 け て お く こ と に よ り 、 図 ８
に 示 す よ う に 、 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ を 凹 部 ９ １ に 沿 っ て セ ッ ト す る だ け で 、 簡
単 に 環 状 に 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る ば か り で な く 、 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ に
仮 止 め 手 段 を 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た 例 に お い て は 、 段 差 部 ２ ７ を 設 け て テ ィ ー ス 面 ２ ２ を フ ラ ン ジ 部 ２ ４ よ り 一 段
高 く 形 成 し て 、 そ の 段 差 を 利 用 し て 位 置 決 め 手 段 と し た が 、 こ れ 以 外 に 図 ６ （ ａ ） お よ び
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ を 構 成 す る イ ン シ ュ レ ー タ ６ の 一 部 に 凸 部 ２ ８ を 設
け 、 他 方 の 金 型 ９ に 凹 部 ９ ２ （ 図 ７ （ ｂ ） 参 照 ） を 設 け て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に よ っ て も 、 各 ポ ー ル メ ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ を 環 状 に 位 置 決 め で き る し 、 そ の 構
成 も 簡 単 で あ る た め 、 安 価 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 図 ２ に 示 す 係 止 凸 部 ２ ６ を 位 置 決 め 手 段 と し て 利 用 し て も よ い 。 そ の 場
合 は 金 型 ９ 側 に 連 結 具 ８ Ａ の 連 結 孔 ８ １ に 相 当 す る 凹 部 を 設 け る こ と に よ り 、 各 ポ ー ル メ
ン バ ー ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ を 金 型 ９ 内 で 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ２ 】 ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機 の ス テ ー タ の ポ ー ル メ ン バ ー の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 ポ ー ル メ ン バ ー を 固 定 す る 連 結 具 の 斜 視 図 お よ び そ の 使 用 状 態 図 。
【 図 ４ 】 ポ ー ル メ ン バ ー を 固 定 す る 連 結 具 の 斜 視 図 お よ び そ の 使 用 状 態 図 。
【 図 ５ 】 ポ ー ル メ ン バ ー の 位 置 決 め 手 段 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 お よ び 断 面 図 。
【 図 ６ 】 ポ ー ル メ ン バ ー の 位 置 決 め 手 段 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 お よ び 断 面 図 。
【 図 ７ 】 ポ ー ル メ ン バ ー と 金 型 の 位 置 決 め 手 段 を 説 明 す る 説 明 図 。
【 図 ８ 】 ポ ー ル メ ン バ ー を 金 型 内 に 入 れ る 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 ア キ シ ャ ル ギ ャ ッ プ 型 電 動 機
　 ２ 　 ス テ ー タ
　 ２ １ ａ ～ ２ １ ｉ 　 ポ ー ル メ ン バ ー
　 ２ ２ 　 テ ィ ー ス 面
　 ２ ３ 　 合 成 樹 脂
　 ２ ４ 　 フ ラ ン ジ 部
　 ２ ５ 　 ネ ッ ク 部
　 ２ ６ 　 係 止 凸 部
　 ２ ７ 　 段 差 面
　 ２ ８ 　 凸 部
　 ３ １ ， ３ ２ 　 ロ ー タ
　 ４ 　 ロ ー タ 出 力 軸
　 ５ 　 固 定 子 鉄 心
　 ６ 　 イ ン シ ュ レ ー タ
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　 ７ 　 コ イ ル
　 ８ Ａ 、 ８ Ｂ 　 連 結 具
　 ８ １ 　 固 定 孔
　 ９ 　 金 型
　 ９ １ 　 凹 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2006-67650 A 2006.3.9



フロントページの続き

(72)発明者  寺久保　英隆
            神奈川県川崎市高津区末長１１１６番地　株式会社富士通ゼネラル内
Ｆターム(参考) 5H601 AA09  CC01  CC15  DD12  DD22  DD42  EE12  EE18  GA10  GA24 
　　　　 　　        GB05  GB22  GD02  GD08  GD13  GD22  HH21  JJ06  KK20 
　　　　 　　  5H621 BB02  BB07  GA02  GA12  GA14  HH01  JK03 

(11) JP 2006-67650 A 2006.3.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

